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令和７年度（２０２５年度）第１回 

国民健康保険運営協議会議事録 
 

 

 

 

日 時： 令和７年（２０２５年）８月６日（水） 午後３時 

場 所： 熊本市国際交流会館 ３階 国際会議室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

熊本市国民健康保険運営協議会 
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令和７年度（２０２５年度） 第１回国民健康保険運営協議会議事録 

 

１ 開催日時  令和７年（２０２５年）８月６日（水） 午後３時～ 

 

２ 開催場所  熊本市国際交流会館 ３階 国際会議室 

 

３ 議事 

   １ 国民健康保険運営協議会について 

   ２ 令和 6年度国民健康保険会計決算状況について 

 

４ 出席者 

         寺本委員 山本委員 山内委員 井上委員 宮崎委員 齊藤委員 

石橋委員 小山委員 安田委員 甲斐委員 平島委員 冨田委員 

陳野委員 紫垣委員  

                                  計 １４名 

 

５ 欠席者 

  谷口委員 田中委員 宮本委員 西村委員 

                                  計 ４名 

 

６ 事務局 

         林健康福祉局長 吉村健康福祉局総括審議員 石元健康福祉部長  

吉本国保年金課長 高木国保年金課副課長 

                                  計 ５名 

 

７ 傍聴人 ０名 

 

８ 議事録署名委員 

         宮崎委員 小山委員 
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１ 開会 

 

２ 委員紹介 

 

３ 委嘱状交付 

 

４ 副市長挨拶 

 

５ 事務局紹介 

 

６ 会長及び副会長選出 

・熊本市国民健康保険条例施行規則第３条に基づき、寺本委員を会長に、山本委員を副会長に

選出。 

・寺本会長挨拶 

 

７ 議事 

【寺本会長】 

・本日の会議の議事録の署名委員を宮崎委員と小山委員のお二人にお願いしたいと思います

が、よろしいでしょうか。 

＜異議なし＞ 

・それでは、お二人にはよろしくお願いいたします。 

・それでは、議事に入ります。次第７について事務局から一括して説明をお願いします。 

 

【事務局】 

・資料１「国民健康保険運営協議会について」及び資料２「令和６年度国民健康保険会計決算状

況」について資料に沿って説明。 

 

 ＜説明の概要＞ 

 〇資料１について 

  ・国民健康保険運営協議会は、国民健康保険事業の運営に関する重要事項の審議のために

市町村単位で設置されるもの。 

  ・本市では例年、夏に決算状況の報告、冬に保険料率についての審議を行っている。 

 〇資料２について 

  ・令和６年度の決算は、歳入総額 748.7億円に対し、歳出総額は 753.0億円となり、単年度

収支は 4.3億円の赤字となった。なお令和５年度に続き２年連続の赤字。 

  ・赤字の主な理由としては、令和６年度保険料設定時に、急激な保険料引き上げとならないよ
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う、留保資金（前年度繰越分）の活用を前提とした上で、引き上げ幅を抑制したため。（本来

必要な引き上げ額８千円／人⇒約５千円弱／人） 

  ・累積収支は 13.5億円⇒9.2億円に減少した。 

  ・収納率（現年）は 91.43％となり、前年度から 0.59ポイント低下した。 

  ・収納率低下の理由については、現在精査中ではあるが、保険料率を引き上げたことなどが影

響していると考えられる。 

  ・令和６年度の被保険者数は 132,752人となり、前年度から 4,894人減少した。年々減少

傾向であるが、団塊の世代の後期高齢者医療制度への移行が主な要因と考えている。 

  ・一人あたり保険料は 107,990円となり、前年度から 6,592円増加した。被保険者数の減

少や、一人あたり医療給付費の増加などが主な要因と考えている。 

  ・一人あたりの医療給付費は年々増加が続いている。対策として、特定健診や、４０・５０代の

生活習慣病予防、また後期高齢者のフレイル予防などを推進しながら医療費適正化を図っ

ているところ。 

  ・収納率向上対策として、コールセンターや訪問徴収の民間委託、口座振替の推進、賦課の適

正化、滞納処分の強化といった取り組みを行いながら、収納率向上を図ってきたところ。な

お、令和６年度にキャッシュレス決済手段の拡充を行った。 

  ・特定健診受診率は令和２年度にコロナの影響で低下したものの、現在はコロナ禍前の水準

まで戻っている。 

  ・ショートメッセージサービスを活用した特定健診受診勧奨や、初めて受診対象となる 40歳

限定キャンペーンなどにより、受診率向上を図った。 

  ・特定健診を受診しない理由として「医療機関に通院中」が最も多かったため、令和５年度から

「みなし健診」の取組を開始した。 

  ・ジェネリック医薬品の利用率は、対前年度比＋5.1ポイントの 89.9％と、国の示す目標

（80％）を超え、過去最高値となった 

  ・適正服薬の取組として、重複服薬、多剤投与、併用禁忌などのある方へ通知を送付し、服薬

状況や薬のリスクなどを伝えることで、医師や薬剤師への服薬相談を促している。なお、令和

６年度の通知発送者数は 2,497人で、約 51％の人に改善効果（減薬効果）が見られた。医

薬品の金額ベースでも一人あたり平均で 1,281円／月の改善効果が見られた。 

 

【寺本会長】 

・ただいまの説明につきまして、ご意見・ご質問はございませんか。 

＜なし＞ 

・議事は以上となりますが、その他に何かございますか。 

＜なし＞ 

・特にないようですので、議事進行を事務局にお返しします。 
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【事務局】 

・寺本会長、ありがとうございました。これをもちまして、本日の国民健康保険運営協議会を終了

いたします。委員の皆様におかれましては。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。なお、次

回は冬頃の開催を予定しております。 

 

８ 閉会 
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令和７年（２０２５年）８月６日 

 

  熊本市国民健康保険運営協議会 

 

 

    議長 

 

                             

 

    署名委員 

 

                             

 

    署名委員 

 

                             

 


